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ハ ウ ス 土 壊 の 塩 類 集 積 対 策

第 1報 緑肥作物による塩基の収奪について
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1は じ が き

宮城県における昭和54年のハウス野菜栽培面積 (パ イプ

ハウスを含む )は 327 haで ,昭和53年 に比べて 8%の増

加となっている。施設作付面積の品 目別割合は ,イ テゴ

が47%,キ ュウリカ'38%, 
トマ トが
'8%,レ
タス,メ ロンが

'
%で前年と同じである。

ハウス栽培では, ビニールなどの被覆物によつて土壌全

面を覆っているので,降雨による肥料の溶脱はなく,また,

一般に多肥栽培が行われることから,数年を経過すると土

壌中に塩類が集積 して,濃度障害や生理障害があらわれて ,

しばしば問題となっている。

従来,集積した塩類を積極的に除去する方法としては,

湛水状態にして塩類を溶出させ,その水をハウス外へ流去

する方法と塩類を溶かして下層へ浸透してきた液を 1か所

に集めハウス外へ排水する2つの方法が行われてきた。

数年前から,夏期の休耕期を利用して吸肥力の強い緑肥

作物を栽培し,塩類を緑肥作物に吸収 させて収穫物 をハウ

ス外にもち去る方法が考えられてきた。

しかし,こ れまで塩類集積土壌に対して,緑肥作物の生        3 試験結果および考察

育収量および養分吸収,また集積した塩類の収奪量につい  1)生 育と収量
ては十分明らかにされていない。              は種後6日 日で3草種とも発芽し,発芽後は草丈の伸長

本試験は, これらの点を明らかにするために検討し,2,  が速く直線的な生育をした。表 2に示すように草高ではト
ウモロコシが優 り,ソ ルゴー, スーダングラスはほぼ同じ3の成果が得られたので報告する。
生育であった。

また,生草重をみるとスーダングラスが最 もよく103当 た

りの生草重は8t,次にツルゴー,ト ウモロコシはそれぞれ

61tの生産を得た。

一方,乾物率では,ス ーダングラスが185%で 最も高く,次

にツルゴーの 160%,ト ゥモロコシの100%であった。した

がって,108当 たりの乾物生産量ではスーダングラスが 141

t,ソ ノげ ―が095t,ト ウモロコシが059tと なっている。

(1)ツ ルゴー :ニ コーソフレゴー,(2)ト ウモロコシ :ス ノー

デント2号,0)ス ーダングラス :テ イフト

3)耕種条件

は種期 :4月 27日 ,は種法 :散 ぱとした。施肥 :無肥料

収穫期 :6月 21日 ,栽培期間 :56日

表 : 供試土壌の主な化学的性質 (ハ ウス建設時 )
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4)調査項目
生育 ,収量および無機養分吸収量,ま た,土壌分析は次

の方法によった。土壌ECは土壌溶液化1:5と し,1時間振

とう後懸濁液を測定した。硝酸態チッソはフェノール硫酸

法,置換性塩基はIN酢 酸アンモニウム(pH70)土壌溶液

比 1:"を加え浸出し,カ ルシウム,マ グネシウムは原子吸

光法,カ リは炎光光度計によって測定した。なお,水溶性

の塩基については土壌EC測定後,その溶液をろ過し硝酸態

チッソ, カルシウム,マ グネシウム.カ リをそれぞれ上記

の分析法で測定した。

2試 験 方 法

1)供試ほ場とその前歴
当場のビニールハウスの跡地 :昭和50～ 51年 に促成イチ

ゴ,昭和52～53年に抑制キュウリを栽培したハウス下で4年を

経過したほ場である。なお,土壌の主な化学的性質につい

ては表 1に示すとおりである。

2)供試作物とその品種

表 2 生育収量および養分吸収量
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2)無機養分吸収
草種,1の養分吸収量は表 2に示すように,各養分 ともに
スーダングラスが優 り,次にツルゴー, トウモロコシの順

となった。

スーダングラスのチッソ,リ ンサン,カ リ,カ ルシウム ,

マグネシウムの吸収量をそれぞれ100と して, その比を求め

てみると,チ ッソではソルゴーが 684%,ト ウモロコシが44璃

であり,リ ンサンではツルゴーが 100%,ト ゥモ●コンが710

%,ま た,カ リではそれぞれ710%,5'4%,カ ルシウムでま600

%,400%,マ グネシウムでは 556%,333%の 割合で土壊か
ら各養分が かなり収奪されたことが示された。このなかで

表 3 作付前後の土集PH,EC,N03~N比 厳

も特にカリ,チッッの収奪量が大きいことが明らかになった。

3)作 付前,収穫後の土壌PH,EC,硝 酸態チッツの変化
土壊の分析結果を表 3に示すように,PHは作付前より収

穫後は各草種跡地上壊の平均で僅かではあるが上昇した。

これに対し,上壌 ECは 作付前192mヮゎ たのが収穫後は

平均で0 74mO(120mび 下がり,その減少率は61%に 達し
た。

また,硝酸態チッソをみると,作付前乾± 100′ 当たり805ψ

であったのに対し収穫後 には平均 170フ となり,その減少
率は789%と 土壌ECと 同様に高く,植物体中のチッンの養分

吸収量からみても作物に十分収奪されたものと思われる。

N03~N

ツ ル  ゴ ー
トウ モ ロコン
スーダン グラス

66 6

629
610

4)土壌塩基の収奪について
置換性カリ合量は作付前乾土 lll"当たり670″であった

が,収穫後はソルゴー跡地で380畝 トウモロコシで433″ ,

スーダングラス400フ となり,そ の減少割合はツルゴーの430

%,ト ウモロコシ350%,スーダンクラスの400%となった。
また,表 4に示すように置換性塩基に含まれる水溶性 カ

リ含量は作付前で151ヮであり,収穫後における平均値が

表 4 土壊塩基の収奪量

注 ( )は置換性塩基中の水溶性塩基

90%と なった。

置換性マグネシウムについては作付前 941ヮ,収穫後882

″ とその減少割合は僅か63%と なっている。また,置換性

マグネシウムに占める水溶性マグネシウムの割合は作付前

と収穫後と変わらずその差は僅かであった。

4 ま  と  め
ハウスt壌の塩類集積対策 としての緑肥作物の利用につ

いて検討し,次のような結果を得た。
1)草種間における生草重ではスーダングラスが優 り,ソ
ルゴー, トウモロコシはほぼ同じ程度の収量であった。

しかし,lll a当 たりの乾物生産ではスーダングラス,ツル

ゴー, トウモロコシの順であった。

2)無機養分の吸収では,108当 リスーダングラスがチッツ
38んタ リンサン7た,,カ リ69ん,,カ ルシウム10ん夕, マグネシ

ウム9″ であり,一方ツルゴーでは チッソ26ん9,リンサン7

57ψであった。水溶性カリは置換性カリに含まれる割合は ,

作付前で25%,収穫後は141%と なった。
一方,置換性カルシウム含量は作付前は5142ψ に対し,

収穫後は4576ψ と,その差は265ψでありその収奪割合
は僅か 104%であった。

水溶性カルシウムは作付前798ψで置換性 カノウ ウムに

占める割合は155%であり,収穫後は414ψでその劇合は

(P/100′ )

ん,, カリ49ん9,カ ルシウム6ん,,マ グネシウム 5ん夕, トウモ

ロコシはチッソ 17″ , リンサン5ん9,カ リ41り,カ ルシウム

4り ,マ グネシウム 3″がそれぞれ吸収された。

3)土壊分析では,土壌 pⅡが僅かではあるが00上昇し,
土壌 ECは 11囮V低 くなり,こ れに伴って硝酸態チッソも75

%も減少した。

4)土願の作物による除塩効果をみると,置換性カリ40%,
カルシウム10%,マグネシウム88%そ れぞれ減少し,かな

りの除塩効果が認められた。一方置換性塩基に対する水溶

性塩基の割合はカリ225%～ 141%,カ ルシウム155%～ 90
%,マグネシウム61%～59%で あった。
5)チッソおよび塩基の減少量は乾±100,当 た り硝酸態
チッソ635ψ ,カ リ226ψ,カ ルシウム502″ ,マグネシウム

61″ でその中でも硝酸態 チッツとカリの減少割合の高い

ことが明らかになった。

躾
作 付  前 収  穫  後 収  奪  率 減  少
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53
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